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プロ野球選手
1935（昭和10年）～2005（平成17年）

皆 川 睦 雄皆 川 睦 雄皆 川 睦 雄
近代編35近代編35

みな がわ むつ お

　皆川睦雄は、1935年（昭和10年）に山上村（米沢市）大字関根に7人兄弟の末っ子として生まれました。幼い時
に父を亡くし、経済的に恵まれない環境の中、父の後に運送業を引き継いだ兄の手伝いをしながら成長しました。
　中学を卒業後、米沢高校（現県立米沢興譲館高校）に進学し、最初は外野手でしたが投手に転向して1年生からエー
スとして活躍。高校3年の時は甲子園にあと1勝のところで涙をのみ、夢の甲子園出場は叶いませんでした。
　高校卒業後は立教大学への進学を考えましたが、家庭の事情もあって諦めて1954年（昭和29年）に南海ホークス
に入団し、野村克也とは同期入団で15年以上にわたりバッテリーを組みました。
　1956年（昭和31年）にアンダースローに転向して、地面スレスレの高さからのシュートとシンカー、そして野村
克也さん曰く、日本では初めてのカットボールを武器に活躍しました。
　1968年（昭和43年）には年間31勝をあげて最多勝利投手と防御率1.61で最優秀防御率投手となり、年間31勝は
その後は現れておらず日本プロ野球界で最後の30勝投手と言っても過言ではありません。
　プロ野球18年間で通算221勝をあげ、日本プロ野球名球会メンバーとなり、1971年（昭和46年）に惜しまれな
がら現役を引退。
　引退後はプロ野球解説者、阪神・巨人・近鉄の投手コーチを務めましたが、2005年（平成17年）2月に敗血症に
より亡くなりました。
　現役時代から郷土米沢や山形県を大切にしたことから2005年（平成17年）に米沢市民栄誉賞、2006年（平成18
年）に山形県民賞を受賞し、2011年（平成23年）には山形県では初の野球殿堂入りしました。
　また、米沢市では皆川さんの栄誉を称え、2006年（平成18年）に米沢市営野球場の愛称を「上杉スタジアム」か
ら「皆川球場」に改称して、球場の前にはモニュメントが設置され、球場内に常時、皆川睦雄さんの記念の品々が展
示されています。

（協力：米沢市、米沢市教育委員会）



年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ

公益社団法人米沢法人会
　 会  長 　 香 坂 洋 一

大学客員教授の福岡政行氏をお招きし「時代の潮目
を読む　今後の政局をどう読むか」と題し講演いた
だきました。
　昨年秋の各支部税務懇談会では米沢税務署長よ
り、公的な本人確認書類「マイナンバーカード」に
よる「社会保障・税・災害対策」３分野での個人番
号の共通化普及促進などに関するご講話をいただき
ました。
　その他、税制改正・インボイス制度の実務対応の
説明会についても米沢税務署はじめ税理士の方々に
ご協力をいただき新型コロナ感染対策を徹底した上
で開催いたしました。
　今後、当会では、私たちをとりまく環境の変化に
対応できるように「税」を基本とした取り組みを強
化し、会員の皆様の経営と税務に関係のある税制改
正のポイントをいち早くお知らせできるよう事業活
動を行ってまいります。組織の基盤となる会員増強・
維持につきましては、引き続き力をいれていく所存
です。
　また、中小企業の活性化を図る税制提言活動や日
本の将来を担う子供たちへの租税教育活動等、地域
社会の健全な発展に貢献する事業活動を展開してま
いりますので、より一層のご理解とご支援をお願い
申し上げます。
　最後になりますが、皆様方のますますのご繁栄を
祈念し、新年のご挨拶とさせていただきます。

　令和３年の年頭にあたり、謹んで新年のご挨拶を
申し上げます。会員の皆様方におかれましては、輝
かしい新年を迎えられたことと心よりお慶び申し上
げます。
　さて、昨年は、新型コロナウイルス感染症が世界
中で猛威を振るう年となりました。企業の収益悪化
による経済の停滞、株式市場における株価指数の急
激な変動など新型コロナがもたらした影響は深刻で
した。景気回復に向け、給付金交付やGOTOキャン
ペーンなどが開始されましたが、依然として厳しい
状況が続いています。新型コロナ感染拡大に伴い、
４月～６月にかけての事業は全て中止となりました
が、その間米沢市・南陽市・高畠町・川西町に対し
合わせて10,000枚の不織布マスクを贈呈しました。
　国内外の政治情勢面では、菅内閣の誕生や米政権
の移行が始動するなど国のリーダーが変わる年とな
り、多くの人が今後の動向に注目していることと思
います。そのような中、11月11日から17日の「税を
考える週間」には白鷗大学名誉教授・岐阜聖徳学園
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謹 賀 新 年
公益社団法人　米沢法人会

会　 長 香　 坂　 洋　 一
副 会 長 加  藤　　　 博
副 会 長 相　 田　 晃　 輔
副 会 長 手　 塚　 隆　 子

副 会 長 土　 田　 一　 成
副 会 長 廣　 谷　 善　 郎
副 会 長 藤　 倉　 利　 英
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年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ

米 沢 税 務 署 長 東北税理士会米沢支部長
河　田　啓　晴 氏 黄　木　義　久 氏

　令和３年の年頭に当たり、公益社団法人米沢法
人会の皆様に謹んで新年の御挨拶を申し上げます。
　香坂会長をはじめ米沢法人会の皆様には日頃か
ら税務行政の円滑な運営につきまして、深い御理
解と多大な御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、社会・経済の状況が一変しました。米沢法人
会の皆様におかれましては、このような状況下で
も、熱意と創意工夫により着実に活動を継続され
ていることに対し、心より敬意を表する次第です。
　米沢法人会は、全国的に見ても高い加入率を誇
り、地域密着の公益活動や積極的な税務研修会等
様々な事業に取り組んでこられました。中でも、
租税教室は、令和２年度には、11校において開催
され、受講した児童・生徒は約600人に上り、大
きな成果をあげられております。昨年、租税教育
推進への多大な貢献に対し、国税庁長官より感謝
状を贈呈されたことは、これまでの活動に敬意を
表するとともに、今後の租税教育活動の継続・発
展を期待申し上げるものであります。
　当局におきましては、コロナ禍において、申告
期限等の延長や納税の猶予など、例年にない事務
運営を実施してきましたところ、令和２年分の確
定申告につきましては、究極の感染防止策として、
e-Taxの更なる推進を行います。
　また、申告会場の混雑緩和のため、例年より早
く申告会場を開設するとともに、会場での整理券
配布に加え、スマートフォンアプリ「LINE」を
活用した整理券の事前発行を行います。皆様にお
かれましても、感染拡大防止の観点から、当局の
取り組みについて、御理解と御協力をお願いしま
す。
　結びに、米沢法人会の益々の御発展と米沢法人
会の皆様の御健勝を祈念申し上げ、年頭の御挨拶
とさせていただきます。

　令和３年の年頭に当たり、公益社団法人米沢法
人会の皆様に謹んで新年のお慶びを申し上げま
す。
　米沢法人会の皆様には、平素より東北税理士会
の事業について、ご理解とご協力をいただき厚く
御礼申し上げます。
　米沢法人会におかれましては、各種説明会・講
習会の開催、租税教室の開催などの税に関する啓
蒙活動をはじめとして各種の社会貢献活動も実施
されており誠に敬服しているところでございま
す。
　税理士会米沢支部といたしましても、米沢法人
会の皆様と共に手を取り事業を進めるべく、講習
会への講師派遣などの協力をさせていただいてお
ります。
　さて、昨年は新型コロナウイルス感染症の対応
に追われた１年となってしまいました。
　１月16日に国内における最初の感染者が報告さ
れてから、３月には全国の学校の一斉臨時休校が
要請され、東京オリンピックの延期が決定し、４
月には全国に緊急事態宣言が出されました。
　税務についても、所得税・贈与税の確定申告期
限が延長されるなどまさに前代未聞の状況に対処
してきました。
　その後感染者数は収まる傾向を見せるも、秋以
降再び感染拡大に転じ、先の見通しも立たない厳
しい環境の下にあります。
　日々の経営にあたっておられる経営者の皆様方
のご努力に敬意を表しますとともに、多少なりと
もご支援をできればと思っております。
　結びに、本年が新型コロナウイルス感染症の災
禍を乗り越えてさらなる発展の礎になる１年とな
ることを祈念申し上げ、年頭のご挨拶といたしま
す。
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『税を考える週間』記念講演会『税を考える週間』記念講演会《社会貢献事業》《社会貢献事業》

時代の潮目を読む　今後の政局をどう読むか時代の潮目を読む　今後の政局をどう読むか

支部税務懇談会の開催支部税務懇談会の開催

　11月16日㈪「税を考える週間（11月11日～17日）」にグランドホクヨウに於いて、白鷗
大学名誉教授・岐阜聖徳学園大学客員教授の福岡政行氏を講師に迎えて「時代の潮目を
読む　今後の政局をどう読むか」と題して講演会を開催した。
　福岡氏は「政治学を学ぶ上で、机上の研究よりもフィールドワークを重視、何事にも
現場を観察することが肝心」をモットーとし、全国各地から得た生の情報のもとに実証
的政治学を研究している。
　今回の講演では、その豊富な経験談と独自に収集した情報を交えながら、次期総理大臣候補や衆議院の解
散時期を予測した。アメリカ大統領選後の日米関係についても自身の見解を示した。
　また、日本の人口減少に触れ、「人口が減って経済が豊かになった歴史はない。」と危機感を示したうえで、

時代の潮目を読むことがいかに重要であるか語った。
　最後に、コロナ禍の中で収益を上げる大企業の話を例に挙げ、ヒット
商品が生まれるカラクリを紹介し、現場の声をどう生かすかが大切であ
ると話した。
　会員企業などから約90名が参加し熱心に耳を傾けた。

　10月から11月にかけて４支部において米沢税務
署長ほか多数のご来賓にご臨席いただき、支部税
務懇談会を開催しました。
　河田米沢税務署長より「署長雑感」と題して、
財政の現状や税収の推移をはじめ、国税庁が平成
29年６月に公表した「税務行政の将来像～スマー
ト税務行政の実現に向けて～」の概要・取組状況
についてお話しいただきました。
　研修では、本間統括官より新型コロナウイルス
感染症等に対する対応についてわかりやすくご説
明いただきました。その後、事務局が法人会概況
を報告し、保険会社より法人会福利厚生制度につ
いての説明がありました。

10月７日　高畠支部10月６日　南陽支部

10月22日　川西支部 11月16日　米沢支部
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令和３年度税制改正スローガン
〇　コロナ禍における厳しい経営環境を踏まえ、中小企業に実効性ある支援と税制措置を！
〇　厳しい財政状況を踏まえ、コロナ収束後には本格的は税財政改革を！

行動する法人会　　令和３年度税制改正に関する提言活動

10月14日　全法連税制委員長より中西財務副大臣へ

11月19日　廣谷南陽支部長より白岩南陽市長へ 11月19日　高橋高畠副支部長より寒河江高畠町長へ

11月9日　藤倉川西支部長より原田川西町長へ

11月18日　香坂会長より鳥海米沢市議会議長へ

11月18日　香坂会長より中川米沢市長へ

　税を考える週間（11/11～11/17）に合わせて、「税」の大切さを
理解してもらうため、香坂会長はじめ正副支部長が２市２町の教
育委員会を訪問し、税について楽しく学べるマンガ本「タックス
フントとけんたくん」を小学校６年生（37校1,294名）に、「おじい
さんの赤いつぼ」を中学校３年生全員（12校1,273名）にプレゼン
トしました。

　「税のマンガ本プレゼント」
　　管内小学校３７校・中学校１２校へ

11/9　藤倉川西支部長より小野教育長へ 11/19　廣谷南陽支部長より長濱教育長へ11/18　香坂会長より土屋教育長へ 11/19　髙橋高畠副支部長より丸山教育長へ
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 あ け ま し て お め で と う こ ざ い ま す

◇米沢税務署長納税表彰受賞

◇租税教育推進校等表彰 国税庁長官感謝状
公益社団法人米沢法人会

◇全国法人会総連合会長表彰受賞
理事　和田　　廣氏　㈱三陽製作所　代表取締役
理事　宮坂　　宏氏　㈱タスクフーズ　代表取締役
監事　石川　　剛氏　㈱石川工務店　代表取締役
会員増強　純増維持
　　　公益社団法人米沢法人会
会員増強　優秀賞
　　　公益社団法人米沢法人会

◇山形県法人会連合会会長表彰受賞
会員増強表彰　優秀法人会　公益社団法人米沢法人会

◇福利厚生制度推進表彰受賞
公益社団法人米沢法人会
（累積収入保険料対前年103％以上）

理　事　　我妻　弘一 氏
　我妻建設工業㈱　代表取締役

理　事　　吉澤　彰浩 氏
　㈱吉祥　代表取締役　

　

　

令和２年度表彰受賞者　功績をたたえて令和２年度表彰受賞者　功績をたたえて
◇全国法人会総連合青年部会連絡協議会会長表彰受賞
部会員純増基準　奨励賞
　　　公益社団法人米沢法人会青年部会
部会員純増基準　三年連続純増賞
　　　公益社団法人米沢法人会青年部会

◇「税に関する高校生の作文」表彰
　米沢税務署が高校生を対象に募集した「税に関
する高校生の作文」コンクールに390編の作品が寄
せられました。
　税を考える週間に合わせて河田米沢税務署長と
香坂会長が11月26日に米沢東高校を訪問し表彰状
と記念品を贈りました。
米沢税務署長賞
　山形県立米沢商業高等学校　１年　濱田　和奏さん
　山形県立米沢工業高等学校　３年　髙野　　純さん
　山形県立米沢東高等学校　２年　二宮　綾音さん
米沢税務署管内税務関係団体連絡協議会会長賞
　山形県立米沢工業高等学校　３年　新野　透也さん
公益社団法人米沢法人会会長賞
　山形県立米沢東高等学校　２年　今　　遙香さん
　山形県立米沢東高等学校　２年　須貝　心春さん
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 あ け ま し て お め で と う こ ざ い ま す

　米沢税務署法人課税部門調査官原田和良氏を講師
にお招きして法人税決算説明会ならびに新設法人説
明会を開催しました。決算説明会では、法人税関係
法令の改正点や決算調整時の間違いやすい事項につ
いてわかりやすく解説いただきました。引き続き開

催された新設法人
説明会では、質疑
応答の時間が多く
設けられ、参加者
からの質問に対し
丁寧に回答いただ
きました。

　伝国の杜において、神戸国際大学経済学部教授の中
村智彦氏をお招きし「WITHコロナ時代の中小企業経
営～生き残るために他の企業経営者はどうしているか
～」と題し講演いただきました。
　総務省地域創造力アドバイザーで山形県地域コミュ
ニティ支援アドバイザーでもある中村氏は、川西町や
長井市の地元食材を用いた地域おこしを例に挙げ、ブ
ランディングの重要性について解説いただきました。
　新型コロナによる社会経済環境の現状分析を交えな
がら、今後中小業経営者に求められる対策について説
明があり約40名が熱心に聴講しました。

　８月18日伝国の杜において　税理士　黄木義久氏
を講師にお招きし、令和２年度税制改正ポイントと
題して開催しました。
　法人税法等の一部改正と新型コロナウイルス感染
症の感染拡大により多くの事業者の収入が急減して
いる現状を踏まえての税制上の措置について説明し

ていただきました。
　また、大きく変わ
る年末調整の改正点
についても解説して
いただきました。

　知っておきたいインボイス制度と実務対応と題し
て、９月８日伝国の杜において税理士　大竹一晴氏
をお招きし、令和５年10月からの消費税のインボイ
ス制度について説明していただきました。令和元年
10月から消費税率の引き上げと同時に飲食料品・一
定の新聞について軽減税率が導入され、10%（標準
税率）と８％（軽減税率）が混在することとなります。
仕入税額控除についても税率ごとの金額が正しく集
計されなければなりません。
　令和５年９月までの「区分記載請求書保存方式」
令和５年10月からの「適格請求書保存方式」につい
て、その内容と実務対応について教えていただきま
した。

法人税決算説明会・新設法人説明会

米沢法人会経営セミナー

税制改正のポイント

インボイス制度セミナー８/21

８/18

９/８

事　業　報　告
8/４･12/15

中小企業向け貸倒保証制度
ご加入のおすすめ

法人会の団体保険制度：取引信用保険

この制度は法人会会員専用の保険制度であり利用することで
売掛金回収の不安が軽減され安心して取引ができます。

貸倒れリスクに備えていますか？

例えば500万円の貸倒損失を取り戻すためには…

売掛金貸倒損失 500万円 必要な売上 1億円利益率5%の場合
大きな負担に…

保険期間
【保険期間開始後も毎月１日を補償開始日として随時申込み（中途加入）ができます。】
毎月１５日までに申込みならびに保険料払い込みをいただいた場合

MSK保険センター株式会社
東北支社
〒980-0811 仙台市青葉区一番町２‒５‒27

　　　　　　 三井住友海上仙台ビル
TEL  022‒716‒5570

三井住友海上火災保険株式会社
山形支店・米沢営業支社
〒992-0012 米沢市金池２‒２‒８  ＩＮビル

TEL  0238‒22‒7645

（注）

（注）保険料払い込みをいただいた場合、保険料の払込猶予に関する特約を付帯した場合を除きます。

ご連絡先・お問い合わせ先
取扱代理店 引受保険会社

このご案内は保険の特徴を説明したものです。詳細は法人会の団体保険制度：取引信用保険（中小企業向け貸倒保証制度）パンフレットをご覧ください。度：

対 外 信 用 力 の 向 上
売上債権の保全となり、金融機関等のお取
引先（債権者）に対する貴社の信用力の向上
が期待できます。

与 信 管 理 の 充 実・向 上
貴社の与信管理に引受保険会社の審査が加
わり、お取引先（債務者）に対する与信管理の
充実・向上が図れます。

貸 倒 損 失 の 平 準 化
貸倒リスクを一定額の保険料負担により保
険に転嫁することで、費用を平準化すること
が可能となります。

キャッシュフローの安定化
貸倒金額の一定部分を保険金として受け取
ることができるので、貸倒発生時の影響を軽
減することができます。

中小企業向け貸倒保証制度のメリット

令和２年８月１日～令和３年７月31日

の保険期間は、翌月１日～令和３年７月３１日となります。
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事　業　報　告

　グランドホクヨウにおいて、令和２年度第２回理
事会を開催しました。代表理事ならびに業務執行理
事の職務執行状況
報告と令和２年度
会員増強計画につ
いて提案があり承
認されました。

　第２回理事会終了後、福利厚生制度連絡協議会を
開催しました。法人会の福利厚生受託３社の大同生
命保険・AIG損害保険・アフラック生命保険より福
利厚生制度について説明がありました。
　その後、河田啓晴米沢税務署長と本間正浩法人課
税部門統括官をお招きして、合同役員懇談会をおこ
ないました。本懇談会は、
本部・青年部会・女性部
会の役員が出席し、法人
会の目標達成に向けた情
報交換と役員相互の意思
疎通を図ることを目的と
しています。

　地域の公共施設・各企業には、心臓発作等で突然
倒れ心肺停止となった人に有効なAED（自動体外式
除細動器）が設置されるようになりましたが、救急
車が到着するまでに正しい救命処置が必要です。
　本講習会は毎年開催しており、今年度は新型コロ
ナウイルス感染拡大防止のためソーシャルディスタ
ンスを考慮した内容で置
賜広域行政事務組合消防
本部講堂において２日間
開催しました。
　応急手当の動画を視聴
後、グループにわかれて
AEDの使用手順や胸骨
圧迫法を学びました。

　米沢税務署主催の租税教室講師養成研修が開催さ
れ、当会からは青年部会と女性部会の役員が参加し
ました。山形税務署広報広聴官が講師となり租税教
室の概要や教室開催にあたっての心構えについて説
明がありました。今年度の講師用シナリオには消費
税増税の説明が追加されており、参加者全員が熱心
に聴講しました。
　研修の後半にはシナリオに沿って本番さながらの
模範授業があり、すぐに
実践に活かせる研修とな
りました。
　今年度は、管内37校中
15校の租税教室を当会が
担当する予定です。

　　　応急手当普通救命講習会

租税教室　講師養成研修会に参加

　　　福利厚生制度連絡協議会・
　　　合同役員懇談会の開催第2回理事会開催 ９/10９/10

10/20

10/27･28
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会 員 企 業 の 紹 介会 員 企 業 の 紹 介

▶代 表 者▶代 表 者 藤島　靖子
▶住　　所▶住　　所 〒999-0121  

山形県東置賜郡川西町大字上小松2344-1
▶Ｔ Ｅ Ｌ▶Ｔ Ｅ Ｌ 070-6954-0770
▶E-ma i l▶E -ma i l yasuko@fujishima.com
▶Ｕ Ｒ Ｌ▶Ｕ Ｒ Ｌ https://fuwafuwa-time.com/
▶営業時間▶営業時間 10：00～18：00
▶企業紹介　当店は、滞在型・少数限定・愛犬主体のグルーミ

ングサロンです。シャンプーなど犬体全身のお手入れをして
おります。

　わんちゃんに負担をかけない優しい施術で、老犬・障害のあ
る犬、寝たきりの犬でも大幅に負担を減らす様々な工夫をし
ております。

　一生涯安心して通い続けられるよう、心も体も健康に育むた
めの優しさを大切にしております。

▶代 表 者▶代 表 者 林　宗太郎
▶住　　所▶住　　所 〒992-0027 山形県米沢市駅前3-5-10  
▶Ｔ Ｅ Ｌ▶Ｔ Ｅ Ｌ 0238-23-1331
▶Ｆ Ａ Ｘ▶Ｆ Ａ Ｘ 0238-23-1335
▶E-ma i l▶E -ma i l sotaro@kusuri-hayashi.net
▶営業時間▶営業時間 9：00～19：00
▶定 休 日▶定 休 日 日曜日・祝日
▶Ｕ Ｒ Ｌ▶Ｕ Ｒ Ｌ https://www.kanpohayashi.jp/index.html
▶企業紹介　私たちハヤシ薬局では、医薬品と漢方薬・鍼灸を

併用した西洋医学+東洋医学を統合した健康管理・増進方法
をご提供しています。不妊症・更年期障害・PMS・癌患者
様のQOL改善などなど、現代医学の手が届きにくい分野の
補完を目指しております。認定を受けた国際中医専門員がご
相談にお答えいたします。

▶代 表 者▶代 表 者 代表取締役　後藤　隆暢
▶住　　所▶住　　所 〒992-0262  

山形県東置賜郡高畠町大字元和田732番地
▶Ｔ Ｅ Ｌ▶Ｔ Ｅ Ｌ 0238-56-3120
▶Ｆ Ａ Ｘ▶Ｆ Ａ Ｘ 0238-56-3280
▶E-ma i l▶E -ma i l info@kin-ran.com
▶営業時間▶営業時間 ９：00～17：00
▶定 休 日▶定 休 日 土日祝日（冬季仕込期間は不定休）
▶企業紹介　1772年創業の小さな酒蔵です。
　　　　　　99％が地元で消費される地酒です。

▶代 表 者 代表取締役　神棒　義博
▶住　　所 〒999-2221 山形県南陽市椚塚1307
▶Ｔ Ｅ Ｌ 0238-40-82010238-40-8201
▶Ｆ Ａ Ｘ▶Ｆ Ａ Ｘ 0238-40-8202
▶E-ma i l▶E -ma i l sptm85p9@titan.ocn.ne.jp
▶営業時間▶営業時間 9:00～17:30（月～金※祝日を除く）
▶企業紹介　弊社は、2014年（平成26年）に設立し、コン

クリート・鉄骨等のひび割れ・欠損を検査する会社です。
　非破壊検査によって物を壊すことなく鉄筋位置の調査、コン

クリートの強度・劣化の状況等を検査致します。
　　超音波検査・レーダー等の最新装置と技術を駆使し予防保

全、有効活用へ役立てられます。
　超音波探傷検査・鉄筋探査・衝撃弾性波法によるコンクリー

トの非破壊検査・マスコンクリートの温度応力解析・コンク
リートの強度試験及び内部調査等の多様な業務を行っており
ます。お客様に安心と信頼を届ける会社として努力して参り
ます。お気軽にお問い合わせください。

ドッグサロンふわふわたいむ

テクノサービス株式会社有限会社 ハヤシ薬局

錦爛酒造株式会社
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　置賜は、昔から味噌、漬物、麹、納豆など発酵を生
かした保存食や郷土料理が数多く伝承されています。
米沢ご出身で発酵学の権威、宮城大学　食産業学部　
教授　金内誠氏をお迎えし「暮らしの中の発酵食」と
題し、経営セミナーを開催いたしました。
　体の免疫機能は腸内環境にあること、腸を元気にす
ることが免疫力を高め健康を保つ、発酵食品は「生き
た健康食」であり微生物の働きにより元の食材にはな
い豊かな風味が生まれることなど発酵食品の魅力を教
えていただきました。

　女性部会では、毎年社会貢献事業として福祉施設へ未
使用タオルをプレゼントしております。プレゼントする
未使用タオルは、事業を開催した際に会員や一般の方よ
り寄付していただいたものです。今年は新型コロナ感染
拡大防止により事業が出来なかったため昨年の半分とな
りました。開催14回目となる今年は、五十嵐部会長ほか
女性部会役員が管内の５施設を訪問し、100本ずつ合計
500本のタオルをプレゼントいたしました。
　ご協力をいただきました皆様、誠にありがとうござい
ました。
（福）回春堂、（特非）米沢清友会、（福）南陽ほなみケアセンター高畠、
（福）南陽恵和会こぶし荘、（医）社団緑愛会かがやきの丘

　講師は、（一社）クレーム対応協会代表理事の谷厚志 
氏で「怒りを笑顔に変えて、みるみるファンが増えてい
く！クレーム対応セミナー」と題し講演いただきました。
　学生時代は、関西を拠点にタレントとして活動してい
た谷氏。売れない時期を経験し、芸能界を引退しましたが、
サラリーマンに転身後、配属された企業のお客様相談室
で2,000件以上のクレーム対応に接し「クレーム客をお得
意様に変える対話術」を確立しました。現在では、クレー
ムで困っている企業のために全国でコンサルティング活
動を実施し、圧倒的な経験知と人を元気にするトークが
口コミで広がり、年間200本の講演に登壇されています。
　本セミナーでは、クレームへの恐怖心を取り除くポイ
ントとクレーム対応の３つのステップについてわかりや
すく解説いただきました。

　昨年は、台風19号の影響により交流会は中止となり部
会会員の有志による須賀川方面での災害ボランティア活
動を行いました。
　今年の交流会は、当初ボウリングを企画しておりまし
たが、ソーシャルディスタンス確保のためアトラクショ
ンは中止とし青年部会主催経営セミナーとの合同開催と
いたしました。
　３単位会の会員が久しぶりに顔を合わせて活動状況を
報告し合うことができ、貴重な情報交換の場となりまし
た。

　福祉施設にタオル500本プレゼント

青年部会主催経営セミナー
青年部会 女性部会

須賀川・長井・米沢法人会青年部会交流会

青年部会・女性部会活動

8/28

8/28

11/５

　　　経営セミナー開催 9/18
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正しい税知識と経営の力を養う﹁良き経営者の団体﹂それが法人会です。正しい税知識と経営の力を養う﹁良き経営者の団体﹂それが法人会です。
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正しい税知識と経営の力を養う﹁良き経営者の団体﹂それが法人会です。正しい税知識と経営の力を養う﹁良き経営者の団体﹂それが法人会です。
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表

取
締
役

藤

倉

利

英

川
西
町
大
字
黒
川
三
二
五
番
地
の
一 

　
☎
四
二–

三
三
六
六

株
式
会
社
小
野
川
温
泉
　
河
鹿
荘

代
　
表

取
締
役

佐

藤

雄

二

米
沢
市
小
野
川
二
〇
七
〇
番
地
　
　 

　
☎
三
二–

二
二
二
一

株
式
会
社
　
ラ
イ
ナ
ー

代
　
表

取
締
役

鈴

木

信

男

米
沢
市
成
島
町
三
丁
目
二
番
一
〇
〇
号 

☎
二
三–

〇
四
八
五

株
式
会
社
　
三
陽
製
作
所

代
　
表

取
締
役

和

田　

葊

南
陽
市
池
黒
七
五
〇–

一
　
　
　
　
　
☎
四
七–

五
五
一
四

竹
原
精
工
株
式
会
社

代
　
表

取
締
役

我
妻
孝
志

南
陽
市
中
ノ
目
六
六
二
番
地
の
一
　 

　
☎
四
〇–

八
三
一
六

　
　
米
沢
信
用
金
庫

理
事
長

加

藤

秀

明

米
沢
市
大
町
五
丁
目
四
番
二
七
号
　 

　
☎
二
二–

三
四
三
五

株
式
会
社
　
髙
橋
建
設

専
　
務

取
締
役

髙
橋
宏
之

高
畠
町
大
字
福
沢
五
八
〇
番
地
　
　 

　
☎
五
七–

二
二
七
七

税
理
士
法
人
　
お
お
ぞ
ら
総
合
会
計
事
務
所

代
　
表

社
　
員

加

藤

英

樹

米
沢
市
徳
町
九
番
一
六
号
　
　 

　
　
　
☎
二
二–

三
三
八
二

石
附
硝
子
株
式
会
社

代
　
表

取
締
役

石

附

義

和

米
沢
市
下
花
沢
三
丁
目
一
〇
番
二
六
号 

☎
二
一–

六
六
七
七

株
式
会
社
　
銘
菓
の
錦
屋

代
　
表

取
締
役

片

倉

敬

輔

川
西
町
大
字
上
小
松
一
五
〇
九
番
　
　 

☎
四
二–

二
六
三
六

日
本
刃
物
株
式
会
社

代
　
表

取
締
役

大
友
久
雅

米
沢
市
大
字
花
沢
三
一
六
六
番
地
の
一 

☎
二
一–

一
一
一
一

株
式
会
社
　
吉
　
　
　
祥

米
沢
牛
・
山
懐
料
理
吉
亭

代
　
表

取
締
役

吉

澤

彰

浩

米
沢
市
門
東
町
一
丁
目
三
番
四
六
号
　
☎
二
三–

一
一
二
八
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正しい税知識と経営の力を養う﹁良き経営者の団体﹂それが法人会です。正しい税知識と経営の力を養う﹁良き経営者の団体﹂それが法人会です。

堀
内
織
物
有
限
会
社

代
　
表

取
締
役

堀

内

宗

松

米
沢
市
門
東
町
一
丁
目
四
番
九
号
　 

　
☎
二
三–

〇
六
五
五

株
式
会
社
　
家
具
の
い
い
づ
か

代
　
表

取
締
役

飯
塚
一
博

南
陽
市
宮
内
四
五
五
八–
一
　
　     

　
☎
四
七–

三
〇
三
〇

株
式
会
社
　
川
島
印
刷

代
　
表

取
締
役

川
島
良
範

米
沢
市
大
字
花
沢
二
二
一–

二
　 

　
　 

☎
二
一–

五
五
一
一

株
式
会
社
　
髙
橋
木
工
所

代
　
表

取
締
役

髙
橋
眞
己

南
陽
市
宮
内
三
四
六
番
地
の
一
五
　 

　
☎
四
七–

二
四
九
七

羽
山
総
合
建
設  

株
式
会
社

代
　
表

取
締
役

竹
田
　
弘

高
畠
町
大
字
福
沢
一
六
七
〇–

七
　
　  

☎
五
八–

〇
五
五
五

か
ね
し
め
水
産
株
式
会
社

取
締
役

会
　
長

齋

藤

信

一

米
沢
市
中
田
町
四
七
九
〇
番
地
の
一 

　
☎
三
七–

三
二
三
五

株
式
会
社
　
安
部
利
吉
商
店

代
　
表

取
締
役

安
部
徳
朗

米
沢
市
本
町
一
丁
目
三
番
四
一
号
　

 

☎
二
三–

〇
四
二
三

山
形
農
薬
　
株
式
会
社

代
　
表

取
締
役

竹
田
　
圭

高
畠
町
大
字
高
畠
五
五
七–

一
　
　  

　
☎
五
二–

一
一
〇
四

株
式
会
社
　
石
川
工
務
店

代
　
表

取
締
役

石

川　

剛

南
陽
市
長
岡
五
六
二
番
地
の
一
　 

　
　
☎
四
三–

二
五
〇
三

株
式
会
社
　
上
杉
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

上
杉
城
史
苑

代
表
取
締
役

専

務

遠

藤　

勲

米
沢
市
丸
ノ
内
一
丁
目
一
番
二
二
号 

　
☎
二
三–

〇
七
〇
〇

有
限
会
社
　
遠
藤
木
材

代
　
表

取
締
役

遠
藤
賢
治

川
西
町
大
字
下
奥
田
一
五
〇
五
番
地
内
二
号
　
☎
四
二–

三
〇
五
〇

米
木
建
設
株
式
会
社

代
　
表

取
締
役

前
山
郁
朗

米
沢
市
城
西
二
丁
目
三
番
五
〇
号
　
　 

☎
二
二–

六
四
五
五

有
限
会
社
田
村
自
動
車
整
備
工
場

代
　
表

取
締
役

田
村
孝
浩

川
西
町
大
字
上
小
松
三
〇
四
二
　 

　
　
☎
四
二–

二
〇
六
一

フ
ジ
ク
ラ
電
装 

株
式
会
社

代
　
表

取
締
役

本
間
秀
徳

米
沢
市
八
幡
原
一
丁
目
一
番
三
号
　 

　
☎
二
八–

九
二
一
一

株
式
会
社
　
ハ
ギ
ウ
ダ

代
　
表

取
締
役

萩
生
田
　
薫

高
畠
町
大
字
高
畠
四
二
二
番
地
の
五
　 

☎
五
二–

三
四
八
五
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事　　業　　所 代表者 所　　在　　地 電　話 業　　　　　種
(特非)　W i t h 優 白石　祥和 米沢市赤芝町字川添1884 33－9137 教育・福祉サービス
㈱　落 合 堂 建 設 落合堂好則 南陽市中落合635 43－5333 総 合 建 設
㈱　ル ・ セ ル 小形真由美 高畠町大字時沢1256-1 090－1064－6071 卸 売 ・ 小 売
ドッグサロンふわふわたいむ 藤島　靖子 川西町大字上小松2344-1 070－6954－0770 ト リ ミ ン グ サ ロ ン
(福)　南 陽 恵 和 会 遠藤東一朗 南陽市川樋508 49－2800 社 会 福 祉
㈱　きらやか銀行米沢西支店 斎藤　啓二 米沢市御廟2-7-97 22－5511 金 融
割 烹 旅 館　 三 桝 屋 粟野　順子 川西町大字上小松1068-10 54－2211 割 烹 ・ 旅 館
㈲　置 賜 総 合 不 動 産 前山　英市 米沢市徳町8-9-7 21－5827 不 動 産
㈱　情 野 組 情野　雄也 米沢市大字川井315-4 27－0315 建 築 ・ 土 木
㈱　A S A 米 沢 東 部 髙梨　恭行 米沢市桜木町1-62 23－1089 新 聞 販 売
㈲　米 工 房 た か は た 小林　　亮 高畠町大字露藤85-2 57－4460 農 畜 産 物 卸 売
㈲　大 滝 板 金 工 業 所 大滝　修二 米沢市成島町2-3-16 23－8977 建築板金・屋根工事
山 口 織 物 鷹 山 堂㈲ 山口　道子 米沢市簗沢1790-1 32－2010 製 造 小 売
㈱　金 子 農 園 金子　和徳 高畠町大字一本柳1374-1 52－4711 農 業
㈱　夢　　　　　　　 　源 加藤　健一 南陽市若狭郷屋589-2 20－6313 就 労 継 続 支 援
㈱　田 斎 建 設 田斎　久二 南陽市蒲生田748 47－4037 建 設

新会員の御紹介 ７月から１月までにご入会いただきました。どうぞよろしくお願いいたします。（入会順・敬称略）

東北税理士会米沢支部・米沢法人会新春講演会
日　時／令和３年１月28日㈭
　　　　15:00～16:00
会　場／伝国の杜　２階　会議室
講　師／仙台国税局課税第二部
　　　　　次長　井手　政紀 氏
演　題／最近の税務行政の動向について
参加費／無　料
締　切／１月22日㈮

※新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策を講じた上で開催いたします。
　体調の異常が確認された方は入場をお断りする場合がございます。
　情勢により中止する場合は、法人会HPでお知らせいたします。

「同一労働同一賃金」対応セミナー
日　時／令和３年２月16日㈫　14:00～16:00
会　場／伝国の杜　２階　大会議室
内　容／①同一労働同一賃金とは何か
　　　　②企業が取り組むべき課題
講　師／(協)労研センター常務理事　特定社会保険労務士
　　　　　髙橋　百栄 氏
参加費／会員 無料　一般 3,000円
定　員／50名
締　切／２月10日㈬

法人税決算説明会のご案内 
日　時／令和３年２月４日㈭　14:00～16:00
会　場／伝国の杜　２階　会議室
講　師／米沢税務署法人課税部門担当官
内　容／１．会社の決算申告の実務
　　　 　２．改正消費税法について
　　　 　３．法人税・消費税のあやまりやすい事例等
受講料／無　料
締　切／１月29日㈮

米沢法人会・大同生命共催健康経営セミナー
　10歳若返る！「インターバル速歩」 

日　時／令和３年２月18日㈭　14:00～15:00
会　場／伝国の杜　２階　会議室
講　師／信州大学学術研究院医学系
　　　　　特任教授　能勢　　博 氏
受講料／無　料
定　員／50名
締　切／２月10日㈬

行事 の お知 らせ
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管内小学校５・６年生対象に租税教室開催　７/１～
　次代を担う児童の皆さんに税金の大切さや使い道に関心をもってもらうことを目的として、青年部会と女性部
会の会員が講師となり「出前租税教室」を開催しています。管内小学校５・６年生を対象に開催しており、税金
のある世界とない世界を比べたアニメDVDを視聴した後、税金が使われているものと使われていないものに分け
る作業をおこなったり、１億円レプリカに触れてもらい、税の知識を深めています。
　青年部会では昨年度、租税教育用オリジナルDVD「ZEIKINクエスト」とシナリオを制作しました。従来の租
税教室の内容から更に一歩踏み込み、児童の皆さんに税の使い道について考えてもらうことをねらいとしていま
す。どんな税金の使い方をすればよりよい暮らしになるのかを考えてもらう時間を新たに設けました。オリジナ
ル版は、令和２年２月に関根小学校で第１回目を開催し、２回目は10/16に西部小学校で開催しました。

南陽市立赤湯小学校　7/1

米沢市立西部小学校　10/16

米沢市立関根小学校　12/8

米沢市立南部小学校　7/14

米沢市立上郷小学校　11/25

川西町立犬川小学校12/10

川西町立小松小学校　7/17

米沢市立万世小学校　12/3

米沢市立塩井小学校12/11

16


